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大
正
モ
ダ
ニ
ズ
ム
の
薫
り
を
伝
え
る
洋

館
、
桐
生
倶
楽
部

�桐
生
市
仲
町
�
。
そ

．の
建
物
に
足
を
踏
み
入
れ
る
と
、
各
部
屋

を
格
調
高
い
調
度
品
と
と
も
に
、
多
彩
な

絵
画
が
彩

っ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
ぐ
。
そ

の
数
１８
点
。
桐
生
の
政
治
、
経
済
、
文
化

の
胎
動
を
感
じ
取
ぅ
て
き
た

″桐
生
の
茶

の
間
″
で
あ
り
．い
外
か
ら
の
客
人
を
迎
え
�

る

フ桐
生
の
客
間
″
で
あ
っ
た
会
館
。
名

士
た
ち
の
会
話
が
染
み
込
ん
だ
各
部
屋

を
、
展
示
作
品
と
と
も
に
シ
リ
ー
ズ
で
紹

織
都
と
と
も
に

�デ
ー
タ
�
▽
桐
生
倶
楽
部
＝
桐
生
市
仲
町
二
丁
目
９
の

３６
、電
４５

２
７
５
５
、見
学
は
無
料
だ
が
、　
般
の
利
用

は
有
料
で
、か
つ
社
員
の
紹
介
か
理
事
者
の
承
認
が
必
要

介
す
る
。

１
９
０
０
年
に
結
成
さ
れ
た
産
業
人
の

社
交
機
関
�桐
生
懇
話
会
�
を
発
展
さ
せ
、

�８
年
に
発
足
し
た

�社
団
法
人
桐
生
倶
楽

部
�。
会
館
は
そ
の
翌
年
、
企
業
家
の
社

交
場
と
し
て
設
け
ら
れ
た
。

赤
瓦
の
屋
根
、
上
げ
下
げ
窓
、
小
さ
な

切
り
妻
の
屋
根
を
の
せ
た
４
本
の
煙
突
、

列
柱
の
玄
関
ポ
ー
チ
な
ど
、
ス
パ
ニ
ツ
シ

ュ
ｏ
コ
担
ニ
ア
ル
様
式
が
随
所
に
見
ら
れ

る
建
物
ｏ
織
物
で
栄
え
た
モ
ダ
ン
な
桐
生

を
代
表
す
る
建
築
物
之
し
て
ヽ
９６
年
Ｈ
月

�５
日
、
文
化
財
登
録
制
度
に
よ
る
第
１
号

の
適
用
を
受
け
で
い
る
。

一現
在
も
活
動
は
続
き
、
社
員
は
個
人
２

４
０
人
、
法
人
１４
団
休

�２
月
現
在
�
。

観
桜
会
や
文
化
祭
な
ど
の
行
事
が
こ
こ
で

催
さ
れ
�
親
睦

�し
ん
ぼ
ぐ
�
を
深
め
＾

知
識
を
高
め
て
い
る
。

次
週
ゆ
ら
は
そ
の
一扉
の
中
に
入
り
、
静
．

か
な
時
間
が
流
れ
る
客
室
へ
と
む
案
内
し

よ
う
。

�桐
生
倶
楽
部
風
景
�
牧
島
要
．　
〓凹
　
　
の
隷
鉄
�
鰤
群
け

田
三
郎
助
に
学
び
、
洋
画
の
近

代
性
を
桐
生
に
伝
え
た
牧
島
要

一
の
１
９
３
６
年
の
作
品
。
ほ

か
に
同
じ
方
向
か
ら
も

っ
と
近

づ
い
て
描
か
れ
た
作
品
や
正
門

か
ら
見
た
絵
も
あ
り
、
桐
生
倶

楽
部
の
建
物
は
か
な
り
気
に

入
っ
た
対
象
で
あ

っ
た
と
思
わ

れ
る
。
柔
ら
か
い
光
あ
ふ
れ
る

情
景
は
、
改
修
に
よ
り
面
ざ
し

を
変
え
る
前
の
建
物
の
雰
囲
気

を
い
ま
に
伝
え
て
く
れ
る
。


